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１１
月
２０
、
２１
の
両
日
、
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
社
会
知
性

開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
／
東
ア

ジ
ア
世
界
史
研
究
セ
ン
タ
ー

（
代
表
∥
荒
木
敏
夫
文
学
部

教
授
）
の
平
成
２２
年
度
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
モ
ノ
の
移
動
と

古
代
東
ア
ジ
ア
世
界
―
朝
鮮

半
島
と
日
本
列
島
を
中
心
に

―
」が
開
催
さ
れ
た
∥
写
真
。

合
わ
せ
て
２
７
０
人
が
来
場

し
、熱
心
に
聴
講
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
「
古
代
東

ア
ジ
ア
世
界
史
と
留
学
生
」

を
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
、
文
化

や
文
物
の
媒
介
者
と
な
っ
た

留
学
生
の
活
動
の
全
貌
と
、

各
国
に
与
え
た
影
響
の
解
明

を
目
指
し
て
い
る
。

今
回
は
出
土
品
な
ど
の

「
モ
ノ
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
、
考
古
学
を
中
心
に
文
献

史
学
を
交
え
、
４
人
の
講
師

が
４
～
７
世
紀
の
日
本
列
島

～
朝
鮮
半
島
間
の
人
、
モ
ノ

の
移
動
・
交
流
を
考
察
し

た
。
土
生
田
純
之
文
学
部
教

授
と
高
久
健
二
同
教
授
が
司

会
・
進
行
を
務
め
た
。

２１
日
は
、
中
野
高
行
・
東

京
農
業
大
学
第
三
高
校
教
諭

が
「
推
古
朝
と
帝
国
性
」
と

題
し
、
当
時
の
東
ア
ジ
ア
の

情
勢
と
、
日
本
の
政
情
の
変

化
に
つ
い
て
説
明
。
続
い
て

亀
田
修
一
・
岡
山
理
科
大
学

教
授
が
４
世
紀
か
ら
７
世
紀

の
西
日
本
地
域
を
中
心
に

「
考
古
学
か
ら
み
た
日
本
列

島
と
朝
鮮
半
島
の
交
流
」
に

つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
見
せ

な
が
ら
解
説
し
た
。
最
後
に

２
日
間
の
締
め
く
く
り
と
し

て
、
討
論
が
行
わ
れ
、
来
場

者
と
も
意
見
を
交
わ
し
た
。

２０
日
の
講
師
と
演
題
は
次

の
通
り
。
▽
「
出
土
遺
物
に

み
る
百
済
の
対
外
交
流
」
山

本
孝
文
・
日
本
大
学
准
教
授

▽
「
新
羅
の
外
来
系
文
物
」

宋
義
政
・
韓
国
国
立
金
海
博

物
館
館
長

１１
月
１４
日
、
埼
玉
県
の
入
間
市
産
業

文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
国
民
読
書
年
記
念

文
学
講
演
会
」
が
行
わ
れ
、
日
髙
義
博

理
事
長
・
学
長
が
「
読
書
と
人

生
」を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。「
第

１６
回
い
る
ま
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
の
記
念
講
演
も
兼
ね
て

お
り
、
１
８
０
人
を
超
え
る
市
民
が
来

場
し
た
∥
写
真
。

日
髙
理
事
長
・
学
長
は
同
市
の
情
報

公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
の
会
長

を
務
め
る
な
ど
、
市
と
の
か
か
わ
り
が

深
い
。
講
演
で
は
、
「
小
学
生
の
時
に

読
ん
だ
昆
虫
の
本
が
、
読
書
の
一
番
古

い
記
憶
で
す
。
今
も
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

し
て
『
万
葉
集
』
を
読
解
し
、
読
書
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
」
と
、
こ
れ
ま
で
の

読
書
人
生
と
「
娯
楽
と
し
て
の
読
書
」

に
つ
い
て
話
し
た
。
最
後
に
「
文
字
が

あ
っ
て
初
め
て
知
識
、
知
恵
の
伝
授
が

で
き
る
」
と
文
字
・
活
字
文
化
や
読
書

の
重
要
性
に
つ
い
て
論
じ
た
。

専
修
大
学
歴
史
学
会
誌
『
専
修

史
学
』
５０
号
発
行
と
文
学
部
歴
史

学
科
創
設
を
記
念
し
、
１１
月
６

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
講
演

会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
歴
史
学
の

過
去
、
現
在
、
未
来
」
が
開
か
れ

た
。
講
演
会
で
は
、
矢
野
建
一
文

学
部
教
授
が
、
１
９
６
７
年
に
史

学
コ
ー
ス
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、

２
０
０
１
年
の
歴
史
学
専
攻
設
置

を
経
て
、
２
０
１
０
年
に
宿
願
の

創
設
を
果
た
し
た
歴
史
学
科
の
歩

み
を
振
り
返
っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
世
界
史
論

の
現
在
を
考
え
る
」
を
共
通
テ
ー

マ
に
３
氏
が
講
演
。
近
江
吉
明
文

学
部
教
授
は
「
戦
後
世
界
史
論
６０

年
の
歩
み
か
ら
」
と
題
し
、
民
衆

の
無
数
の
営
み
や
知
恵
の
中
か
ら

世
界
史
に
つ
な
が
る
よ
う
な
事
実

を
探
り
出
す
「
民
衆
の
世
界
史
」

像
の
構
築
を
目
指
す
と
語
っ
た
。

中
村
平
治
元
文
学
部
教
授
は
イ

ン
ド
の
独
立
運
動
家
ネ
ル
ー
と
歴

史
学
者
上
原
専
禄
の
世
界
史
論
に

焦
点
を
当
て
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
の
歴
史
に
向
き
合
う
こ
と
で
提

起
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
的
世

界
史
の
問
題
点
を
考
察
し
た
。

土
井
正
興
ゼ
ミ
に
学
ん
だ
周
藤

新
太
郎
さ
ん
（
千
葉
県
立
東
葛
飾

高
校
教
諭
∥
昭
５９
文
）
は
「
世
界

史
教
育
の
現
場
か
ら
」
と
題
し
、

世
界
史
教
育
の
課
題
に
つ
い
て
報

告
。
ま
た
世
界
史
へ
の
関
心
を
促

す
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
授
業
に
取

り
入
れ
て
い
る
「
五
秒
で
書
け
る

世
界
地
図
」
を
披
露
し
た
。
総
括

は
歴
史
学
会
会
長
の
内
藤
雅
雄
文

学
部
教
授
が
行
っ
た
。

「
歴
史
学
科
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
」
と
称
し
て
開
催
し
、
約
１

７
０
人
の
卒
業
生
ら
が
聴
講
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
に
行
わ
れ
た

懇
親
会
に
は
、
元
教
員
や
在
学
生

も
含
め
て
約
１
２
０
人
が
参
加

し
、
思
い
出
を
語
り
あ
い
な
が
ら

親
睦
を
深
め
た
。

近
江
吉
明
文
学
部
教
授
の

フ
ラ
ン
ス
革
命
に
関
す
る
仏

文
論
文
が
フ
ラ
ン
ス
の
オ
ー

ト‐

ロ
ワ
ー
ル
県
史
誌C

A
H

I
E
R
S

D
E

L
A

H
A
U
T
E
- L

O
I
R
E

（
２
０
０
９
年
版
、
２

０
１
０
年
６
月
刊
∥
写
真
・

右
）に
掲
載
さ
れ
、

反
響
を
呼
ん
で
い

る
。同

誌
は
年
に
１
回
発
行
さ

れ
、
歴
史
学
者
に
影
響
力
を

持
っ
て
お
り
、
近
江
教
授
の

ほ
か
に
研
究
者
１２
人
の
論
文

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

本
学
は
１８
世
紀
末
の
フ
ラ

ン
ス
革
命
に
関
す
る
膨
大
な

史
料
「
ミ
シ
ェ
ル

ベ
ル
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
文
庫
」
４
万
数

千
点
を
所
蔵
。
フ
ラ
ン
ス
国

立
図
書
館
に
次
ぐ
史
料
と
さ

れ
て
お
り
、
仏
国
に
存
在
し

な
い
希
少
史
料
が
か
な
り
あ

る
こ
と
が
昨
今
の
研
究
で
判

明
し
て
い
る
。

近
江
教
授
の
論
文
は
、
フ

ラ
ン
ス
革
命
時
、
オ
ー
ト‐

ロ
ワ
ー
ル
県
ル‐

ピ
ュ
イ
市

の
第
三
身
分
（
一
般
庶
民
）

の
陳
情
書
に
つ
い
て
書
か
れ

た
も
の
。
オ
ー
ト‐

ロ
ワ
ー

ル
県
の
文
書
館
に
も
残
っ
て

い
な
い
史
料
が
同
文
庫
に
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。

同
誌
に
発
表
以
来
、
フ
ラ

ン
ス
か
ら
近
江
教
授
の
も
と

に
当
文
庫
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、「
仏

国
で
の
関
心
の
高
さ
が
感
じ

ら
れ
る
」
と
同
教
授
は
話

す
。ま

た
、
ル
ー
ア
ン
大
学
か

ら
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
が
専
門

の
ミ
シ
ェ
ル

ビ
ア
ー
ル
主

任
教
授
が
１２
月
に
来
日
。
両

教
授
は
共
同
研
究
を
行
っ
て

い
る
。

近
江
教
授

が
研
究
代
表

を

務

め

る

「
『
ミ
シ
ェ
ル

ベ
ル
ン
シ

ュ
タ
イ
ン
文
庫
』
の
史
料
学

的
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・

共
済
事
業
団
の
「
学
術
研
究

振
興
資
金
」
事
業
に
０９
年
度

か
ら
選
定
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
中
間
報
告
書
（
仏
文
）
も

刊
行
さ
れ
た
∥
写
真
・
左
。

平
成
２２
年
度
旧
司
法
試
験

第
二
次
試
験
の
合
格
者
が
１１

月
１１
日
、
法
務
省
司
法
試
験

委
員
会
か
ら
発
表
さ
れ
、
本

学
か
ら
１
人
が
合
格
し
た

（
昨
年
度
も
１
人
が
合
格
）。

今
年
度
は
１
万
３
２
２
３

人
が
受
験
し
、
合
格
者
は
５９

人
（
前
年
度
９２
人
）
。
合
格

率
は
０
・
４５
％
だ
っ
た
。

平
成
２２
年
の
公
認
会
計
士

試
験
の
合
格
者
が
１１
月
１５

日
、
金
融
庁
の
公
認
会
計
士

・
監
査
審
査
会
か
ら
発
表
さ

れ
、
本
学
か
ら
３
年
次
生
３

人
、
４
年
次
生
４
人
を
含
む

１７
人
の
合
格
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。

な
お
、
合
格
者
の
う
ち
在

学
生
７
人
と
卒
業
生
７
人
は

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
の
会
計
士
講
座
受
講
生
。

※
合
格
者
の
詳
細
は
次
号
に

掲
載
し
ま
す
。
合
格
者
情
報

を
お
持
ち
の
方
は
エ
ク
ス
テ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
事
務
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
☎
０４４

（
９１１
）
１
２
６
８

熊
本
県
玉
名
市
で
１２
月
２３
日
、
専
修
大

学
玉
名
高
校
と
本
学
の
共
催
で
「
社
会
知

性
フ
ォ
ー
ラ
ム
―
子
ど
も
と
教
育
―
」
が

開
催
さ
れ
る
。

日
髙
理
事
長
・
学
長
の
基
調
講
演
に
続

き
、
杉
山
博
亮
本
学
法
科
大
学
院
客
員
教

授
が
「
法
感
覚
を
養
う
」
、
小
峰
直
史
文

学
部
教
授
が
「
学
ぶ
意
欲
を
高
め
る
―
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
―
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
す
る
。

▽
日
時
∥
１２
月
２３
日
（
木
・
祝
）
１３
時

３０
分
～
▽
会
場
∥
玉
名
市
民
会
館
大
ホ
ー

ル
▽
定
員
∥
８
０
０
人
▽
問
い
合
わ
せ
先

∥
専
修
大
学
玉
名
高
校

☎
０
９
６
８

（
７２
）
４
１
５
１

〈
１２
月
８
日
現
在
〉

学
部
学
科
に
関
係
な
く
、

参
加
で
き
ま
す
。
卒
業
生
も

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
泉
武
夫
経
済
学
部
教
授

▽
日
時
∥
１２
月
２２
日
（
水
）

３
時
限
▽
場
所
∥
生
田
５
２

５
教
室
（
５
号
館
）
▽
テ
ー

マ
∥
私
の
日
本
資
本
主
義
論

○
梅
本
吉
彦
法
学
部
教
授

▽
日
時
∥
１
月
１１
日
（
火
）

２
時
限
▽
場
所
∥
神
田
３
０

１
教
室
（
１
号
館
）
▽
テ
ー

マ
∥
情
報
化
社
会
に
お
け
る

民
事
訴
訟
法
―
人
の
絆
と
研

究
の
道
程
―

○
内
藤
雅
雄
文
学
部
教
授

▽
日
時
∥
１
月
１８
日
（
火
）

４
時
限
▽
場
所
∥
生
田
４
２

０
教
室
（
４
号
館
）
▽
テ
ー

マ
∥
「
ガ
ン
デ
ィ
ー
と
フ
ァ

シ
ズ
ム
」

社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
／

東
ア
ジ
ア
世
界
史
研
究
セ
ン
タ
ー

学
部
の
歩
み
振
り
返
り

「
世
界
史
論
」を
考
え
る

「人」「モノ」の交流考察

４世紀～７世紀の日本 朝鮮

本
学
か
ら
１７
人
が
合
格

在
学
生
は
７
人

「社会知性フォーラム」開催

▲ 世界史の問題点を考

察した中村元教授

▲ 歴史学科の歩みを

語る矢野教授

▲ 歴史学会会長の内

藤教授が総括

専修大学玉名高校・専修大学

日
髙
義
博
理
事
長
・
学
長

「
読
書
と
人
生
」
で
講
演

いるま生涯学習フェスティバル

近江 吉明
文学部教授

フ
ラ
ン
ス
の
オ
ー
ト‐

ロ
ワ
ー
ル
県
史
誌
に
論
文
掲
載

注
目
さ
れ
る
本
学
所
蔵
の
仏
革
命
史
料

（２）２０１０年（平成２２年）１２月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４８３号


